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29.移植抗原ーその性状と可溶化について-
渡辺一男(二外)
移植抗原の分離は， マウス H-2抗原において多くの
発表がある。本研究は A/Heマウスの牌リンパ節およ
び Ribose肉腫を用い，均一液調製，超音波処理，低張
食塩溶液洗糠，超遠心操作などを組み合わせて， 6種の
組抗原抽出法を設定し，可溶化を Autolysisで行ない，
純化はゲ、ノレ櫨過法によった。また活性は，免疫細胞溶解
抑制j大喰細胞遊走阻止，二次移植片現象によって測定
し，それらを相互比較検討した。それらの結果，組抗原
の抽出には，均一液化後に低張食塩液で洗携する方法が，
収量，比活性ともに高値を示した。また活性の測定法
においては，大喰細胞遊走阻止による活性が，良く二次
移植片現象によるそれと類似していた。また Ribose肉
腫は組抗原の抽出 Autolysisなどにおいて牌の場合と
同様の性状を示1た。しかし SephadexG-75o G-200 
での溶出にド」があった。可溶化後の抗原は静脈内注入
後の同V/'植皮膚片を，促進性に拒絶し， in .vivoの活
性ヂメした。 
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30.組織適合性抗原に関する研究
神谷定茂(二外)
臓器抗原を分析し，組織適合性因子を検出できるかど
うかを検討する目的で， ヒト臓器でニワトリを免疫し，
産生された液性抗体について検索を試みた。免疫血清を
赤血球および臓器で吸収して，肝特異抗体が産生されて
いるかどうかを検ると， Latex 凝集反応によっても， 
Ouchterlony法によっても，肝特異抗体が産生されて
いることが証明された。また，ある個体の臓器で吸収し
た後の免疫血清と各臓器抽出液との反応を Latex凝集
反応で検すると，凝集反応陽性のものと陰性のものとに
分かれ，同一個体の臓器聞では共通の反応態度を示し
た。続いて，一個人の白血球で吸収した免疫血清とヒト
白血球との反応では，免疫用臓器を採取した遺体より分
離した白血球とのみ陽性の反応を示じた。以上の結果よ
りヒト臓器ニワトリ免疫により，組織適合性抗原に対応
する抗体の産生される可能性を示唆した。 
31.イヌの迷走神経胃壁発射の機能的分類
竹島徹，本間三郎(千大・一生)
イヌの胃壁からの求心性線維は右側頚部迷走神経を 
Ggl.modの末檎で切断し，その末梢側神経束において
機能的単一神経線維に分離した。
右側迷走神経から得られた胃壁感受域は小費から後壁
にあり，幽門前庭部に多い。得られた 20本の求心性線
維は三つのタイプにわけられる。 (1) 胃容量ならびに胃
だ、動を求心する機械的受容器の発射で，前庭部発射に見
られ張力情報を中枢に送る。 (2) 胃容量のみを求心する
機械的受容器の発射で，胃だ動を求心しない。噴門部発
射に見られ伸展情報を中枢に送る。 (3)胃容量の増加に
ただちに相動性に応じて一過性発射を生ずるが，間もな
く減少してしまって，胃容量も胃だ動も求心しない。こ
れは送入塩酸の濃度に対応して緊張性発射を生ずる。こ
れは化学受容からの酸感受発射として，酸情報を中枢に
送るものと考えられる。 
32. フアローの根治手術
西沢直，田宮達男(国立千葉)
国立千葉病院の心臓・大血管手術総数は， .432例， 手
術死亡 25例である。特に小型人工心肺による血液少量
充填法が開発された昭和 42年 3月以降の関心術は， そ
れ以前の死亡率 13%より， 5%に引き下げる好成績を得
た。
症例 1，2才 1カ月男児，右室流出路の漏斗状狭窄は 
0.5xO.5cm2大，AfP比は 2/5程度であった。
症例 2， 9才女児， 2才 2ヵ月時， Blalock手術，右
室流出路は 0.3xO.3cm2の極めて高度な，肺動脈弁下に
達する広範な狭窄で，第 3心室を認めない。 A/P比は 
1/3，心室中隔欠損は 2.5X2.5cm2であった。
症例 3，29才男性，右室流出路は収縮期， lxlcm2， 
拡張期 2x2cm2の漏斗状狭窄，肺動脈弁は 1x 1 cm2の
狭窄であった。
以上のごとくフアローに対する根治術可能な限界は非
常に拡大して，通常の心手術と同じ程度に手術成績は向
上した。 
33. Compact気泡型人工肺の開発
田宮達男，西沢直，郡山春男，伊藤、力，
伊東和人，堀部治男(国立千葉)
充填量削減により同種血症候群の排除と輸血後肝炎の
防止を目標に作製した私どもの compact円板型人工肺
が，臨床成績の著しい向上をもたらしたことはすでに報
告した。
しかし最近では簡便性から disposableの気泡型人工
肺が繁用される趨勢となり，特に米国製 Temptrol肺
は長時間濯流にも使用できることから，円板型に代ろう
としている。しかしこの肺は充填量が大でかつ高価であ
る。ぜそこで充填量が少なくかっ長時間濯流に使用できる
気泡型人工肺の開発を試みた。
種々検討の結果， Temptrolの酸素噴出装置は優れて
